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岩 手 県 教 育 委 員 会 



令和５年４月 岩手県教育委員会定例会議事日程 

令和５年４月 17日（月）午後１時 30分 

第 １ 会期決定の件   

第 ２ 事務報告１ 令和５年２月県議会定例会の概要について （ 教 育 企 画 室 ） 

第 ３ 事務報告２ 
令和５年度岩手県立特別支援学校高等部の学級数等に

ついて 
（ 学 校 教 育 室 ） 

第 ４ 議案第１号 学校職員の懲戒処分に関し議決を求めることについて （ 教 職 員 課 ） 

 

 
閉会   

 



事１-１ 

事務報告１ 

 

令和５年２月県議会定例会の概要について 

 

令和５年２月県議会定例会が開催されましたので、概要について別紙のとおり報告します。 

 

令和５年４月 17日 



事１-２ 



事１-３ 

令和５年２月県議会定例会の概要について 

 

２月県議会定例会の概要は、次のとおりであった。 

 

１ 日 程 

２月15日（水） 本会議（招集、教育長演述、 

議案の提案、質疑、委員会付託） 

本会議（常任委員会委員長報告、採決） 

２月22日（水）～３月１日（水） 本会議（代表質問、一般質問、 

議案の提案、質疑、委員会付託） 

３月２日（木） 常任委員会 

３月３日（金） 本会議（常任委員会委員長報告、採決） 

３月６日（月）～３月16日（木） 予算特別委員会（教育委員会審査：３月10日（金）） 

３月22日（水） 東日本大震災津波復興特別委員会 

３月23日（木） 本会議（常任委員会委員長報告、予算特別委員会委員長 

報告、採決、議案の提案、質疑、討論、採決） 

 

２ 代表質問・一般質問 

(1) 会派別一般質問議員数（13人） 

希望いわて      ５人 

自由民主党      ５人 

いわて新政会     ２人 

いわて県民クラブ   １人 

(2) 代表質問（教育委員会関係：なし） 

(3) 一般質問（教育委員会関係：４人） 

次の議員から質問があり、教育長が答弁した。 

ア 佐々木 順一 議員  １件 

(ｱ) 日本の安全保障について 

① 防衛費について 

a 復興特別所得税の転用について 

イ 神﨑 浩之 議員  ４件 

(ｱ) 教育施策について 

① 市町村支援について 

② 不登校の児童生徒の居場所づくりについて 

③ 「生きる意味を見つけられない子どもたち」が増加していることについて 

④ 「生と死の教育」の意義について 

ウ 臼澤 勉 議員  ３件 

(ｱ) 教育立県岩手の再構築について 

① 不登校児童生徒への対応について 

② 高校再編について 

③ 矢巾町との共創プロジェクトについて 
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エ 千葉 盛 議員  ２件 

(ｱ) 人口減少対策について 

① 学校部活動の地域連携・地域移行について 

a 地域移行における県の課題認識について 

b 市町村と連携した専門指導者の養成・育成等の取組について 

 

３ 文教委員会【３月２日（木）】 

(1) 議案の審議 

ア 議案第76号「令和４年度岩手県一般会計補正予算（第９号）第１条 第２項 第１表 歳入歳

出予算補正中 歳出 第10款 教育費のうち教育委員会関係及び 第２条 第２表 繰越明許費補

正中 第10款 教育費のうち教育委員会関係」について、教育企画室長兼教育企画推進監から

提案理由の説明を行った。 

(ｱ) 質問等 

小西和子委員、神﨑浩之委員、岩渕誠委員及び斉藤信委員から退職手当、りあす丸の代船

建造、高校奨学事業、奨学のための給付金、物価高騰・原油高騰に伴う光熱費、卒業式にお

けるマスクの取扱い、学校給食物価高騰対策等支援費等について質問があり、教育長及び関

係課長が答弁した。 

(ｲ) 採決 

原案どおり可決された。 

(2) その他（この際発言） 

小西和子委員、神﨑浩之委員及び斉藤信委員から教員の人員確保、働き方改革プラン、遠隔

授業の推進、再発防止「岩手モデル」の策定等について質問があり、教育長及び関係課長が答

弁した。 

 

４ 予算特別委員会の審議 

 (1) 総括質疑【３月６日（月）～７日（火）】（教育委員会関係：４人） 

次の委員から質問があり菊池副知事が答弁した。 

ア 中平 均 委員  １件 

(ｱ) 第２期アクションプランについて 

① 新たな奨学金の創設について 

イ 高田 一郎 委員  ２件 

(ｱ) 少子化対策について 

① 高校奨学事業費補助について 

② 学校給食費の無償化について 

ウ 小林 正信 委員  ２件 

(ｱ) 不登校対策等について 

① 不登校特例校の設置等について 

② 不登校対策に係る県のビジョンについて 

エ 上原 康樹 委員  １件 

(ｱ) 深刻化する教員不足について 

(2) 教育委員会部審査【３月10日（金）】 

議案第５号「令和５年度岩手県一般会計予算のうち教育委員会関係」について、教育長から
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説明を行った。 

次の委員から質問があり、教育長及び関係課長が答弁した。 

ア 郷右近 浩 委員  １件 

(ｱ) 運動部活動地域連携推進事業の取組について 

イ 工藤 勝子 委員  ５件 

(ｱ) 学校教育ＩＣＴ活用促進事業と不登校児童生徒の状況について 

① ＩＣＴの活用状況と児童生徒の集中性や効果について 

② 不登校児童生徒のＩＣＴ活用の状況について 

③ ＩＣＴ活用における「出席扱い」について 

④ 学校ＤＸ支援リーダーについて 

⑤ 学校教育におけるＩＣＴの拡充による活用の変化について 

ウ 髙橋 但馬 委員  ４件 

(ｱ) 部活動の地域移行について 

① 学校、各指導者への周知について 

② 他校との練習試合のあり方について 

③ 岩手県として独自に進めるシナリオについて 

④ 生徒のニーズに応えるための取組について 

エ 千葉 秀幸 委員  ４件 

(ｱ) いじめ・不登校について 

① いじめ・不登校対策事業費について 

② いじめ・不登校の現状について 

③ スクールカウンセラー等の配置について 

(ｲ) 部活動の在り方について 

① 段階的な地域移行の取組について 

オ 城内 よしひこ 委員  ７件 

(ｱ) 久慈市における闘牛の県文化財指定について 

(ｲ) 学校へのエアコン導入状況について 

① 学校へのエアコン導入状況について 

② 電気代の状況と支援の状況について 

(ｳ) 学校のＬＥＤ化の状況について 

(ｴ) 中学校のクラブ活動の在り方について 

① 部顧問や外部指導者への周知について 

② 中体連との連携及び大会参加について 

(ｵ) 学生の自死による県教委の対応について 

【関連質問】斉藤 信 委員  ２件 

(ｱ) 再発防止「岩手モデル」策定委員会について 

(ｲ) 県教委の対応について 

カ 吉田 敬子 委員  ７件 

(ｱ) 部活動の自主的・自発的活動の周知について 

(ｲ) 多様な学びの場の提供について 

① 教育支援センターの設置状況について 

② 校外活動（探究活動）の現状と課題について 
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③ 県民に対するフリースクールの周知について 

(ｳ) 県立美術館の取組について 

① これまでの事業実績について 

② 目指すものの具体化と事業展開について 

③ ギャラリーの開放について 

キ 臼澤 勉 委員  ３件 

(ｱ) 不登校対策について 

① 不登校対策に対する取組姿勢について 

(ｲ) 高校再編について 

① 定員充足率向上に向けた実効性のある指導体制について 

② 大学進学率に関する高い目標水準の設定について 

  ク 佐々木 朋和 委員  ４件 

(ｱ) 校舎等教育施設の建設、改修事業費とその財源について 

① 令和５年度の校舎等の整備にかかる予算について 

② 今後の見通しについて 

(ｲ) いわての学び希望基金の活用について 

① いわての学び希望基金の活用について 

② 本県における教育の課題意識と活用の方向性について 

 ケ 高橋 穏至 委員  １件 

(ｱ) 教育委員会が担当する「人口減少対策」事業について 

① 教育委員会が担当する事業の成果等について 

コ 佐々木 努 委員  １件 

(ｱ) 不登校対策について 

サ 高田 一郎 委員  ４件 

(ｱ) 就学援助制度について 

① 支給額の見直しに係る市町村の取組について 

② 認定基準所得、児童生徒の支給率について 

(ｲ) 教員の欠員・未配置について 

① 教員の欠員・未配置の状況について 

② 標準授業時間数を超える学級数について 

シ 千田 美津子 委員  ３件 

(ｱ) 県内のいじめ・不登校の現状と対応について 

(ｲ) 生理用品の学校トイレへの設置状況について 

(ｳ) 学校給食費への支援策の実施について 

① 物価高騰に伴う学校給食費の値上げの実態と新年度の見通しについて 

ス 上原 康樹 委員  ７件 

(ｱ) 部活動に係る環境整備について 

(ｲ) 県立美術館のコレクション等について 

① コレクション選定の基準について 

② 新年度の購入予定について 

③ コレクション公開・展示の状況について 

④ 収蔵品のデジタルデータ化の現状について 
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⑤ 岩手の作家の掘り起こしについて 

(ｳ) 教員不足対策・ＯＢ教員の活用について 

セ 伊藤 勢至 委員  １件 

(ｱ) 今後の岩手の教育について 

 

５ 東日本大震災津波復興特別委員会【３月22日（水）】 

次の委員から質問があり、教育企画室長兼教育企画推進監が答弁した。 

(1)  工藤 勝子 委員  １件 

ア 学校での避難計画書の策定について 

 

 

 

 

 

※ 各議員毎の件数は項目数であり、同一項目の関連質問は含んでいないため、件数と答弁実績数は

一致していないこと。 



 



 

事務報告２ 

 

令和５年度岩手県立特別支援学校高等部の学級数等について 

 

令和５年度の岩手県立特別支援学校高等部の学級数等について、別紙のとおり報告し

ます。 

 

令和５年４月 17日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 2-1 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 2-2 



令和５年度岩手県立特別支援学校高等部の学級数等について 

 

１ 学級設置の基本的な考え方 

障がいのある生徒に一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援を行い、望ましい成長発達を促すとと

もに、社会参加と自立を図るため、県立特別支援学校高等部の在籍数及び入学希望見込みの増減等を勘案

し、毎年度適正規模に調整するものとする。 

 

２ 学級数の増減 

学校名 科・学級 

予定 

(10月時点) 

決定 

（４月１日時点） 
増  減 

備  考 

学級数 定員 学級数 定員 学級数 定員 

盛岡視覚 

普通科 

通常学級 
１ ３ ０ ０ △１ △３ 入学予定者無 

保健理療科 

通常学級 
１ ８ ０ ０ △１ △８ 入学予定者無 

盛岡となん 
普通科 

通常学級 
１ ８ ０ ０ △１ △８ 入学予定者無 

盛岡みたけ 
普通科 

重複障がい学級 
４ 12 ５ 15 １ ８  

盛岡ひがし 
普通科 

通常学級 
２ 16 ３ 24 １ ８  

花巻清風 

普通科 

通常学級 
３ 24 ２ 16 △１ △８  

普通科 

重複障がい学級 
４ 12 ５ 15 １ ８  

前沢明峰 
普通科 

通常学級 
３ 24 ２ 16 △１ △８  

一関清明 

普通科 

重複障がい学級 
４ 12 ７ 21 ３ ９  

普通科 

（知的）通常学級 
３ 24 ２ 16 △１ △８  

釜石祥雲 

普通科 

（病・肢）通常学級 
１ ８ ０ ０ △１ △８ 入学予定者無 

普通科 

（知的）通常学級 
２ 16 １ ８ △１ △８  

宮古恵風 
普通科 

重複障がい学級 
３ ９ ４ 12 １ ３  

 

〈参考〉 

令和２年度以降の学級数・募集定員 

  令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 

学級数 

（変更前） 
合格者数

（募集定員） 

学級数 

（変更前） 
合格者数 

（募集定員） 

学級数 

（変更前） 
合格者数 

（募集定員） 

学級数 

（変更前） 
合格者数 

（募集定員） 

通 常 学 級 
28 

（35） 

151名 

（280名） 

28 

（34） 

145名 

（272名） 

32 

（38） 

192名 

（304名） 

29 

（34） 

160名 

（272名） 

重複障がい学級 
43 

（39） 

45名 

（114名） 

38 

（38） 

47名 

（114名） 

33 

（37） 

45名 

（111名） 

35 

（36） 

39名 

（108名） 

合   計 
71 

（74） 

196名 

（394名） 

66 

（72） 

192名 

（386名） 

65 

（75） 

237名 

（415名） 

64 

（70） 

199名 

（380名） 

※ 通常学級は、１学級８名定員を基準とする。 

※ 重複障がい学級は、１学級３名定員を基準とする。また重複障がい学級は１～３年を通じた学級である。 
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対象障がい 部 学科 志願者数 合格者数 入学辞退者数 備考

通常　０学級 8 0 0 0 １学級減

重複　１学級 3 1 1 0

保健理療科 通常　０学級 8 0 0 0 １学級減

保健理療科 通常　１学級 8 2 3 0

理　療　科 通常　０学級 8 1 0 0 １学級減

通常　１学級 8 3 3 0

重複　１学級 3 3 3 0

産業技術科 通常　１学級 8 4 4 1

専攻科 産業技術科 通常　１学級 8 1 1 1 １学級減

生活科学科

農産技術科

加工生産科

流通･サービス科

通常　２学級 16 10 10 0

重複　５学級 ※ 12 2 2 0 １学級増

通常　１学級 8 7 7 0

重複　２学級 ※ 6 0 0 0

通常　３学級 16 20 20 0 １学級増

重複　４学級 ※ 12 2 2 0

通常　２学級 24 15 15 1 １学級減

重複　５学級 ※ 12 4 4 0 １学級増

通常　２学級 24 12 12 0 １学級減

重複　４学級 ※ 12 2 2 0

通常　１学級 8 7 7 0

重複　１学級 ※ 3 0 0 0

通常　２学級 16 11 11 0

重複　４学級 ※ 9 6 6 0 １学級増

通常　１学級 8 9 9 1

重複　１学級 ※ 3 1 1 0

通常　１学級 8 １ １ 1 １学級減

重複　４学級 12 10 10 0

通常　１学級 8 2 1 0

重複　２学級 6 6 6 0

普通科(病・肢) 通常　１学級 8 １ １ 0

普通科（知的） 通常　２学級  24 16 16 1 １学級減

普　通　科 重複　７学級 ※ 12 8 8 0 ３学級増
あ す な ろ
分 教 室

普　通　科 重複　１学級 3 1 1 0

普通科(病・肢) 通常　０学級 8 0 0 0 １学級減

普通科(知的) 通常　１学級 16 6 6 0 １学級減

普　通　科 重複　１学級 ※ 3 0 0 0

し ゃ く な げ
分 教 室

普　通　科 重複　１学級 3 １ １ 0

普　通　科 ※ 若干名 1 1 0

普　通　科 ※ 若干名 0 0 0

普　通　科 ※ 若干名 0 0 0

普　通　科 ※ 若干名 0 0 0

普　通　科 ※ 若干名 0 0 0

普　通　科 ※ 若干名 0 0 0

普　通　科 ※ 若干名 0 0 0

普　通　科 ※ 若干名 0 0 0

普　通　科 ※ 若干名 0 0 0

普　通　科 ※ 若干名 0 0 0

　※は１～３学年を通じた人数として示している。

事2-4

29

令和５年度岩手県立特別支援学校高等部・専攻科学級数及び合格者数一覧

知
的
障
が
い

盛 岡 ひ が し 支 援 学 校 高等部 普　通　科

専攻科

高等部

学級数・募集人数学校名

盛 岡 視 覚 支 援 学 校

盛 岡 聴 覚 支 援 学 校

通常　４学級 32

高等部
普　通　科

普　通　科

盛岡峰南高等支援学校

普　通　科

二戸分教室

高等部

高等部 普　通　科

普　通　科

普　通　科

普　通　科花 巻 清 風 支 援 学 校

高等部

高等部

普　通　科高等部

高等部

普　通　科

高等部

高等部

前 沢 明 峰 支 援 学 校

病
弱
・
知
的
障

が
い
・
肢
体
不

自
由

高等部 普　通　科

普　通　科

久 慈 拓 陽 支 援 学 校

宮 古 恵 風 支 援 学 校

病
弱

盛 岡み たけ 支援 学校

盛 岡 青 松 支 援 学 校

盛 岡と なん 支援 学校

一 関 清 明 支 援 学 校

宮 古 恵 風 支 援 学 校

釜 石 祥 雲 支 援 学 校

気 仙 光 陵 支 援 学 校

釜 石 祥 雲 支 援 学 校

花 巻 清 風 支 援 学 校

高等部

盛 岡ひ がし 支援 学校

聴
覚
障
が

い

久 慈 拓 陽 支 援 学 校

病
弱
・
知
的
障

が
い
・
肢
体
不

自
由

肢
体

不
自

由

盛 岡と なん 支援 学校

∧
訪
問
教
育
∨

知
的
障
が
い
・
肢
体
不
自
由

前 沢 明 峰 支 援 学 校
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高等部

視
覚
障
が
い

気 仙 光 陵 支 援 学 校

盛 岡 み た け 支 援 学 校

高等部

一 関 清 明 支 援 学 校



 


